<< 情報Ｃ >>　教科書の流れに沿った年間指導計画例
	月
	章・節

[配当時間]
	項　　目
	学　習　内　容
	実習・ソフトウェア等

	４月
	１章　情報社会に生きるわたしたち[2]

	
	
	1 情報化の進む社会
	○身の回りにある情報の存在や，情報化が進む社会について
	■情報の意味について考え，関心を高める

■身の回りの情報化について考える

	
	
	2 情報社会とわたしたち
	○情報社会で生きる自覚を持つことの大切さ
	■情報社会に参画するための知識や技術について考え，興味・関心を持たせる

	
	
	3 情報社会をよりよく生きるために
	○情報Cを学ぶ上で大切にしたい視点や目標
	■情報Cを学ぶ意味や大切さを知る

	
	２章　情報のディジタル化を探索する[20] 

	
	１節　情報のディジタル化のしくみ(7)
	1 情報と表現
	○情報の表し方，ディジタル，アナログの意味
	■身の回りの機器でアナログとディジタルの例について考える
■数の扱い方

■情報の表現

	５月
	
	2 情報のディジタル化
	○文字や数字，絵や音などの情報の取り扱い方の原理

○身の回りの情報のディジタル化の原理
	■テキストファイルの作成
■音声ファイルの作成

　・メモ帳

　・サウンドレコーダ

	
	
	3 ディジタル化された情報の特徴
	○ディジタル化されたさまざまな種類の情報に共通する特徴
	　

	
	２節　情報機器の種類と特性(5)
	1 情報の収集と処理
	○さまざまな種類の情報を目的に合わせて，情報機器で処理する方法
	■ディジタルスチルカメラによる撮影

■音声ファイルの作成

■コンピュータによる地図の作製
■動画の取り込み

　・ペイント

　・サウンドレコーダ

　・ムービーメーカー

	
	
	2 情報の統合のしかた
	○コンピュータに取り込んだ情報の統合
	　

	６月
	３節　情報機器を活用した表現(8) 
	1 プレゼンテーション用の資料の作成
	○構想や計画を考える方法

○必要な情報の収集

○多様な情報の統合

○伝えたいことをわかりやすく表現する方法等
	■プレゼンテーションの構想を立てる

■ラフスケッチを提示する順番

■プレゼンテーションの提示資料の作成
■事前チェックとリハーサル

　・プレゼンテーションソフトウェア

■プレゼンテーションの実施と評価

　・プレゼンテーションソフトウェア

	
	
	2 プレゼンテーションと評価

【演習】
	○よりよいプレゼンテーションのための工夫と評価
	　

	７月
	３章　コミュニケーションとネットワークを探索する[23]

	
	１節　コミュニケーションと情報機器の発展(1)
	1 コミュニケーションとは
	○コミュニケーションが成立する基本なしくみ
	■ジェスチャーゲーム

	
	
	2 コミュニケーションと情報機器の歴史
	○コミュニケーションを支える情報通信技術の進展
	　

	９月
	２節　コンピュータネットワークの基礎(8)
	1 コンピュータネットワーク
	○ネットワークの形態と働き

○ネットワークへの接続と参加
	■ネットワーク参加するための認証（ログオン）

	
	
	2 インターネットを支える基本的な技術
	○インターネットのしくみ

○通信プロトコルについて

○コンピュータを特定するしくみ

○コンピュータ名からIPアドレスを調べる工夫
	■利用しているコンピュータのIPアドレスを調べる
■ネットワークのルートを調べる

■コンピュータ名からIPアドレスを調べる
・WindowsOS

	
	
	3 インターネットのサービス
	○インターネットで利用できるさまざまなサービス

○WWWのしくみ

○電子メールのしくみ
	■WWWの利用
■電子メールの利用

　・ブラウザ

　・メーラ

　・TELNET

	10月
	３節　快適なネットワークを求めて(6)
	1 快適なネットワークを考えよう
	○快適なネットワークを支えるしくみ

○通信回線とデータの転送速度
	■ファイルの転送
　・FTPソフトウェア

	
	
	2 効率的な通信を求めて
	○データの圧縮方法の特徴，通信回線を効率よく活用する工夫
	■データの圧縮展開
■画像ファイルの作成
■ビデオ編集

　・圧縮展開ソフトウェア

　・画像編集ソフトウェア

　・ビデオ編集ソフトウェア

	
	
	3 正確で安全な情報伝達を求めて
	○正確で安全なネットワークのための工夫

○ネットワークの保守・管理の重要性と工夫
	■ファイルの暗号化
■電子署名に文書の確認
■ウィルスチェック

　・暗号化ソフトウェア

　・ウィルス対策ソフトウェア

	
	４節　コミュニケーションとネットワークの活用(8)
	1 コミュニケーションの形態と特徴
	○情報機器を使ったコミュニケーション形態や特徴

○目的に合った手段の選択と適切な活用
	　

	
	
	2 ネットワーク上のコミュニケーション
	○さまざまなコミュニケーションツールの特徴と効果的な活用方法
	■電子メールの送受信
■電子掲示板の利用
　・メーラ

　・ブラウザ

	
	
	3 コミュニケーションツールの活用

【演習】
	○Webページの作成
	■Webページの作成

　・ブラウザ

　・Webページ作成ソフトウェア
　・FTPソフトウェア

	11月
	４章　情報社会を見つめる[14]

	
	１節　情報の収集・発信に伴う個人の責任(6)
	1 情報の公開と保護
	○情報の公開や，個人情報の保護の必要性や，情報の取り扱い方
	■地方公共団体の情報公開
■個人情報保護に関するガイドライン
　・ブラウザ

	12月
	
	2 情報の利用と個人の責任
	○ネットワーク上のコミュニケーションで，情報を利用する際の注意点
	■商標権の調査

	
	
	3 確かな情報の利用に向けて
	○情報の収集・発信の際の注意点，情報社会で求められる個人の責任と行動のあり方など，情報社会での心がまえについて
	■報道記事による違いの調査
　・ブラウザ

	１月
	２節　情報活用の総合実習－調査研究を通して(8)
	1 調査研究のねらいと流れ
	○調査研究活動(テーマの決定から発表・評価まで)
	■調査研究を行うにあたって適切なソフトウェアを選択し活用する。　

	
	
	2 調査研究

【演習】
	
	　

	２月
	５章　情報社会を創造する[11] 

	
	１節　社会で利用されている情報システム(5)
	1わたしたちの生活と情報システム
	○社会を支える情報システム

○情報システムが相互に結びつくことによる，多様で複合的な機能の創出
	■情報社会における情報の流れや関わり方について調べる

	
	
	2 社会を支える情報システム
	○情報システムの種類と，生活への影響
	■行政情報システムの調査
■物流と情報システムの調査
　・ブラウザ

	
	
	3 情報システムの信頼性
	○情報システムの障害と社会への影響
○システムの信頼性を高める工夫
	■災害時の情報システムへの影響についての調査

	
	
	4 ネットワーク社会の進展と社会生活の変化
	○情報システムが相互に結びついた情報社会での，社会や経済，文化や生活の変化
	

	３月
	２節　情報化が社会に及ぼす影響(6)
	1 情報社会の光と影
	○情報化が社会に及ぼす影響
○望ましい情報社会のあり方の考察
	■情報技術の進展にともなう社会の変化について調べる

■情報社会における情報技術を悪用した問題について調べる

■情報社会に参加する時に気を付けなければならない点について調べる

	
	
	2 情報化が社会に及ぼす影響
	○情報化の進展に伴って現れた新しい課題

○課題解決へのさまざまな方法，模擬実践，考察
	■さまざまな立場の違いによって生じる，異なる視点や考え方について整理する

	
	
	3 情報社会を創造するわたしたち

【演習】
	
	■これからの情報社会において何が求められているか考える

	　
	合計　　　70
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